























表 1 新興工業都市計画土地区画整理事業一覧 
府県 現在の市町 地区 面積(ha) 事業年度(昭和) 主要施設 
神奈川県 相模原市 相模原 1,594 14～25 年 陸軍兵器製造所 
〃 大和市 大和 620 18～35 飛行場，海軍工廠 
群馬県 太田市 太田 932 16～26 中島飛行機 
茨城県 日立市 多賀 108 16～43 予定 日立製作所 
愛知県 豊川市 豊川 545 16～35 海軍工廠 
〃 春日井市 春日井 95 16～23 海軍工廠，補給廠 
〃 豊田市 拳母 220 13～21 トヨタ自動車工業 
三重県 四日市市 臨海 518 14～27 海軍燃料廠 
兵庫県 姫路市 広 991 13～35 日本製鉄 
山口県 光市 室積 71 17～35 海軍工廠 
〃 〃 光 208 16～32   〃 
宮城県 多賀城市 多賀城 15 18～21   〃 
京都府 宇治市 宇治 684 16～  
福岡県 苅田町 苅田 437 16～35 日本ソーダ，日立製作所 
〃 春日市ほか 春日原 460 17～32 海軍工廠，九州飛行機 
埼玉県 川口市 川口 474 15～  
富山県 富山市 東岩瀬 386 14～  
青森県 八戸市 八戸工業地帯 391 15～37 アルミナ 
岡山県 岡山市 福浜 99 18～42 倉敷絹織，立川飛行機 
和歌山県 和歌山市 河西 27 15～37 住友金属工業 
長崎県 佐世保市 相浦 20 18～27 海兵団 
〃 大村市 大村 23 18～25 海軍工廠，航空基地 
〃 川棚町 川棚 250 19～   〃 
土木学会日本土木史編集委員会編『日本土木史－昭和 16 年-昭和 40 年』土木学会，1973，281 頁による。
一部省略・修正した部分があるが，（いささか問題のある）「主要施設」はあえてそのまま記載した。 





























1943 年 5 月 1 日に川棚海軍工廠として独立し，1944 年 4 月 1 日には航空機用魚雷を扱う第一水
雷部と艦艇用魚雷を扱う第二水雷部に分かれている10)。 
 一方，川棚新興工業都市建設事業は，「川棚新興都市建設土地区画整理」として 1944 年 1 月 27
日付で官報に告示されている11)。『川棚町郷土誌』などによれば，現 JR 川棚駅から 2 ㎞ほど内陸
の中山郷地区までの区画整理が計画され，計画人口は 5 万人であったという12)。ただし，官報に

















海軍工廠跡地は 1950 年に元の所有者に払い下げられたのち，1955 年に長崎県土地開発公社が
再度買収のうえ工業用地として造成した16)。現在は主に工場や倉庫が立地している。工廠当時の赤
レンガの倉庫 2 棟，鉱滓レンガの元変電所の建物，警備員用防空壕入口などが現存している。 
 なお，戦争の激化に伴い，1944 年初めから海軍工廠は内陸の石木川の谷に疎開を開始した（図
2 の北東部）。現在でもトンネル工場跡や総務部防空壕，半耐爆型建造物跡が残されている17)。市














計画であった。そのような計画的な都市形成は画餅に終わったが，図 1 と図 2 を比較すると，図 2








筆者の調査結果は図 3 と表 2 に示した。以下，A～D の地区ごとに若干説明を補うことにする。 






























































B～D はいずれも工員住宅地区である。そのうち B，C は工員住宅整備のために隣接する彼杵村
から編入（1943 年 4 月 1 日）した区域にまたがっていた。B は木造 1 階建で 2 戸からなる長屋形
式の住宅（図 5）が並んでいた。大半が低地に位置するが，東の方では斜面を階段状に整地して建
てられている。 












C は木造 2 階建で 1，2 階がそれぞれ 2 戸からなる共同住宅（図 6）で構成される地区である。
外観からみて 2 タイプあり，これは空中写真からもわかるが，表 2 では区別せず合計を示した。












平屋 1 戸建       ①  17 1  ―  
平屋セミ・デタッチド  ②   6 0  0  
東 
平屋 1 戸建       ③  50 15  ―  
平屋セミ・デタッチド  ④  10 0  2  
B  平屋 2 戸長屋 169 27  40  
C  2 階建共同住宅（4 戸） 101 3  14  
D  2 階建共同住宅（4 戸）  45 0  2  
「米軍撮影空中写真（1947 年）」は 1947 年 11 月 2 日撮影。2012 年の残存棟数は筆者の調査（目視）に基
づき，部分的に 2013 年の調査で補っている。「半分残存」は，セミ・デタッチドと 2 戸長屋であれば半分の 1




























図 5 平屋 2 戸長屋の工員住宅        図 6 2 階建共同住宅形式の工員住宅 
表 2・図 3 中の B の事例。2012 年撮影。        表 2・図 3 中の C の事例。2012 年撮影。  
図 4 平屋 1戸建の軍人・軍属官舎 





D は西方に離れて位置する。丘陵を階段状に整地して，C と同じ木造 2 階建共同住宅が建てら
れていた24)。 
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